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平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
９
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
震
災
に
よ

り
、
私
た
ち
は
、
人
知
を
超
え
る
自
然
の
力
と
、

災
害
に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
悲
し

み
や
教
訓
が
年
々
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
11
月
３
日
(祝)
に
地
震
と
津
波
の
来
襲
を

想
定
し
、
地
域
住
民
の
参
加
協
力
の
も
と
に
、
災

害
時
に
即
応
で
き
る
自
主
防
災
体
制
と
防
災
関
係

機
関
の
相
互
の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
播
磨
町
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
津

波
の
来
襲
を
想
定
し
、
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団

お
よ
び
加
古
川
警
察
署
の
誘
導
の
も
と
避
難
す
る

訓
練
で
、
自
治
会
・
自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
、

播
磨
町
赤
十
字
奉
仕
団
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
播
磨
町
漁
業
協
同
組
合
、
陸
上
自
衛
隊
、
東

播
磨
海
上
保
安
署
、
加
古
川
警
察
署
、
加
古
川
市

東
消
防
署
、
播
磨
町
消
防
団
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
な

ど
、
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
規
模
な
災
害
時
に
は
、
防
災
関
係
機
関
の
能

力
に
は
限
界
が
あ
り
、
防
災
機
能
が
十
分
に
発
揮

で
き
な
い
場
合
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
治
体
レ
ベ

ル
で
の
災
害
対
策
も
重
要
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

災
害
時
に
災
害
弱
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
り
、
被
害
軽
減
に
重
要
な
役
割
を

担
う
の
が
、
個
人
の
役
割
と
自
主
防
災
組
織
を
中

心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
石
ヶ
池
公
園
内
に

あ
る
、「
石
ヶ
池
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
防
災
情
報
コ

ー
ナ
ー
や
防
災
倉
庫
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
防

災
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
防
災
関
係
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
で
き
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
端
末
機
が
設

置
さ
れ
防
災
情
報
を
収
集
で
き
、
ま
た
児
童
・
生

徒
の
防
災
作
品
展
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災

倉
庫
に
は
、
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
、
投
光
機
、
発

電
機
や
毛
布
な
ど
の
災
害
用
資
機
材
が
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
で
十
分
だ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

日
常
の
防
災
に
対
す
る
関
心
や
個
人
レ
ベ
ル
の
備

え
、
ま
た
日
ご
ろ
か
ら
み
ん
な
で
助
け
合
う
地
域

活
動
を
定
着
さ
せ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
地
域

住
民
同
士
が
助
け
合
い
な
が
ら
活
動
で
き
る
「
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６
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式
典
で
は
佐
伯
町
長
が
、「
住
民
の

長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
橋
上
駅
舎
が

よ
う
や
く
完
成
し
た
。
し
か
し
こ
れ

で
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

今
後
も
よ
り
一
層
、
安
全
・
安
心
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
通
勤
で
土
山
駅
を
利
用
し
て

い
る
利
用
者
か
ら
は
、「
思
っ
て
い
た

よ
り
広
い
な
ぁ
」
と
か
、「
ほ
ん
ま
に

土
山
駅
か
な
ぁ
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
手
押
し
車
で
駅
に
来
ら
れ

て
い
た
あ
る
高
齢
者
の
方
は
、「
病
院

に
行
く
の
に
電
車
を
利
用
し
て
い
る

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
つ
い
て
、
ホ

ー
ム
の
段
差
も
な
く
な
っ
て
、
と
て

も
便
利
に
な
っ
た
わ
」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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明治21年 国鉄土山駅開業 
昭和15年 国鉄土山駅舎建築（木造、平屋建て）北側に改札口 
昭和39年２月 土山駅南側に都市計画道路土山新島線（20ｍ） 
 道路の計画決定 
昭和46年10月 土山駅南側に駅前広場〈4,000㎡〉の計画変更 
昭和58年度 土山駅北側周辺地区市街地整備構想策定（駅 
 橋上化の検討） 
昭和63年度 土山駅南広場の計画検討書作成 
平成元年度 土山駅南地区土地利用計画及び整備手法の検討 
平成４年度 土山駅自由通路基本構想作成 
平成５年度 土山駅自由通路並びに駅橋上化について、 
 JR西日本神戸支社に要望書を提出 
平成６年度 土山新島線、未整備区間（360ｍ）を道路局事業と 
 して補助要望。 
 土山駅自由通路概略設計書作成 
平成７年度 土山新島線、未整備区間（360ｍ）を道路局事業と 
 して工事着手。 
 現土山駅舎の物件調査、駅北側広場の検討 
平成９年度～ 施設規模・事業費・負担協定・自治省（現総務省） 
13年度 の協議。 
 土山駅周辺地区、まちづくり総合支援事業として国 
 土交通省の承認を得る。 
平成14年６月 土山駅自由通路、工事委託契約の議会承認を得る。 
 JR西日本神戸支社と自由通路及び橋上化工事の 
 施工協定書を締結。 
平成14年10月 仮駅舎の工事に着手 
平成15年12月 自由通路および橋上化工事の完成 

JR土山駅橋上化までのあゆみ 

12
月
12
日
(金)
、
住
民
の
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
の

自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
が
完
成
し
、
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
完
成
を
記
念
し
て
、
多
数
の
来
賓
出
席
の
も
と
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
　
1
０
７
９
４（
３
５
）２
３
６
６

エレベーター 

仮歩道 

北側駅前広場工事ヤード 

エレベーター エスカレーター 

上りホーム 

下りホーム 

明石→ 

南側駅前広場工事ヤード 

去工事ヤード 

撤去 

仮歩道 

エレベーター 

エスカレーター 

エスカレーター 

改札口 

　平成16年1月17日(土)に阪神・淡
路大震災の犠牲者への「追悼のつど
い」と被災地をともに歩き、震災で
学んだ教訓を新たにするためのウォ
ーク事業を行います。 
▼申し込み・問い合わせ 

1.17ひょうごメモリアルウォーク実
行委員会（兵庫県総括部生活復興課
内） 
1078（360）8282 
（専用電話：午前9時～午後5時） 

1.17 
ひょうごメモリアルウォーク2004

―復興の歩みを確かめる― 

大
規
模
な
防
災
訓
練
を
実
施

地
域
の
防
災
拠
点
「
石
ヶ
池
公
園
」

▲備えあれば憂いなし

▼

ホ
ー
ム
か
ら
見
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

▲

朝
の
一
コ
マ

▲

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
便
利
に

▲自由通路の様子

▲

南
側
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
手
す
り
の
付
い
た
階
段

▲南側正面より

▲点字ブロックの一例
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